
h

利
H
H
に
刀
百
出
さ
れ
て
七
百
石
を
関
L
、
元
利
元
年
大

坂
布
役
に
使
番
を
勤
め
た
。
子
孫

mA
滞
に
仕
へ

る。シ
ン
シ
シ
エ
ウ

許
鳴
集
二
加
。
上
怨
は
仙川
州却

下
山
在
は
歌
集
。
額
商
略
が
京
都
の
北
川
町
制
祉
に
務
納

す
る
お
、
加制
M
1
t
ぴ
治
協
の
務
所
打
家
に
削
め
て
仰
掠
め

た
も
の
で
、
容
米
に
は
俳
約
を
も
附
し
て
あ
る
。
そ

の
自
訟
に
先
政
七
の
と
し
一良
消
防
に
て
一
百
々
と
杷
す

司令
。

シ
ン
ジ
タ
カ
ナ
リ

進
士
尊
笠
沼
紛
仙
次
郎
・

ニ
太
夫

-m宮
・郎
兵
衛
。
民
永
苅
年
幼
に
し
て
父
狐

兵
衛
の
総
三
の
一
を
裂
ぎ
、
日
子
保
元
年
木
知
四
百
七

十
石
に
前
田
L
.
表
小
w
N
・前
回
吉
徳
御
側
小
将
・
御
仮

設
を
縦
、
十
年
百
五
十
一
伐
を
加

へ
、
溢
に
御
府
組
問

に
主
り
、
明
利
八
年
致
仕
し
て
強
認
と
脱
し
た
。

ジ
ン
ジ
ツ
人
目

指
山
政
時
代
に
正
月
七
日
を
人

目
と
し
、
こ
の
日
殺
以
の
讃
は
版
紗
小
川
・

脚
上
下

を
む
し
、
先
手
物
一川
・川
必
略
行
の
外
河
北
門
・
石
川

門
・俄
爪
門
及
び
三
の
丸
容
所
に

m
mす
る
者
は
、

山
間
斗
同
・出陣
上
一卜
を
布
川
し
た
。
こ
の
日
出
仕
し
た

人
待
以
下
関
分
以
上
の
科
が
大
償
問
に
約
座
す
る
時

は
、
年
寄
の
一
人
が
滞
侠
に
代
っ
て
間
接
す
る
。
人

目
に
は
城
内
に
も
民
間
に
も
七
草
の
悦
が
行
は
れ

た。ジ
ン
ジ
ツ
ア
ン
人
目
庵

金川
m
N
M
胤
保
ス
の
服

従
o
車
大
の
門
人
曾
魚
初
め
て
之
を
抑
制
し
、
後
常
丸

樹
脂
い
で
二
代
と
な
っ
た
。

ジ
ン
ジ
ヤ
ヲ

奪
寂

時
寂
は
加
引
の
人
。
瓜
保

年
中
似
山
の
錨
凶
法
附
こ
の
凶
に
赴
き
、
逆
政
の
一

舎
に
投
じ
た
が
、
家
怖
そ
の
使
館
を
憐
み
、
食
を
H
H

へ
て
努
附
し
た
。
夜
に
入
っ
て
家
主
が
附
っ
た
が
、

錨
凶
こ
れ
を
見
る
に
亦
併
で
、
忽
を
同
町
絞
と
い
ひ
・

中
夜
休
浴
L
、
館
宇
に
人
り
て
仰
を
砲
押
し
、
法
務

シ
ン

町
耐
を
制
L
取
り
て
俄
悔
し
、
次
に
弼
陀
の
蹴
を
胞
へ

て
出
た
。
巴
に
し
て
腕
に
ム
叫
ん
だ
時
、
将
寂
錨
闘
に

詰
っ
て
い
ふ
。
裂
は
も
と
出
圧
で
あ
っ
た
が
、
戒
法

に
倦
ん
で
川千百
、
裂
に
市
北
町
苧
を
有
す
る
。
し
か
し
生

死
の
怖
る
べ
き
を
以
て
、
本
来
法
務
経
を
制
L
、
漏

陀
を
念
じ
て
平
生
即
時
る
こ
と
な
か
っ
た
が
、
今
や
死

期
久
L
〈
な
い
か
ら
、
仰
は
〈
は
釘
〈
止
っ
て
我
が

油
田
認
を
殺
し
〈
れ
よ
と
。
錨
削
之
を
聞
い
て
去
る
に

忍
び
ず
、
持
寂
と
共
に
三
七
日
の
間
六
時
俄
法
を
行

う
た
時
、
部
寂
は
窃
今
夜
間
方
に
佐
〈
だ
ら
う
と
い

ひ
、乃
ち
泳
俗
L
て
官
民
を
一見
へ

、手
に
呑
焔
を
執

0
.

法
華
経
を
訓
L
、
念
仰
を
唱
へ

、
西
に
向
か
う
て
端

座
し
て
減
し
た
。
そ
の
夜
除
虫
の
人
皆
椋
寂
が
謹
廷

に
箆
L
、
紫小
品出
伎
祭
と
川
ハ
に
疫
に
昇
り
去
る
と
夢
み

た

o
mは
今
昔
物
析
に
見
え
、
一
冗
亨
特
捜
亦
之
を
総

ぜ
る
。

シ
ン
ジ
ヤ
ヲ
イ
ン

民
議
院
加
到
務
組
前
問
利

家
の
日品目
制
人
利
久
の
法
悦

o
mし
く
は
誕
寂
院
孤
誠

一
主
同
士
。

ジ
ン
ジ
ヤ
ザ
キ

神
社
崎

臥
京
川
岩
瑠
の
刊加古前

西
方
に
在
る
叫
。

シ
ン
ジ
ュ
イ
ン
心
樹
院

加
到
滞
京
第
六
代
前

m古同一徳の
子
勢
之
佐
利
利
の
法
蹴
。
詳
し
〈
は
心
樹

院
春
光
界
融
問
的
士
。

シ
ン
シ
ユ
ウ
ジ
イ
ン
民
宗
寺
院
加
到
滞
の
長

宗
商
涯
で
は
、
直
寺
に
商
末
寺
が
あ
っ
た
。
末
寺
と

は
こ
の
地
方
で
別
院
を
言
う
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

他
金
仰
の
照
削
寺
を
側
聞
と
し
て
之
に
臨
す
る
も
の

十
五
，寺
、
路
島
泌
即
日
の
光
徳
寺
を
鮒
聞
と
し
て

之
に
四
四
す
る
も
の
五
十
一
つ
寺
、
珠
洲
部
法
彼
の
松

岡
寺
を
附

mと
し
て
之
に
印
刷
す
る
も
の
五
よ
寸
が
あ

っ
た
。
叉
斑
振
寺
院
で
は
東
京
寺
と
河
柏
綿
棒
阪
の

弘
願
寺
を
直
寺
と
し
‘
金
問
事
光
寺
に
闘
す
る
も
の

る方以蹴商るるるもも ti
0 か降響援ももものの三
ら道は八ののの八三十
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持
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